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3
0
s

従
来
、
:

1

A.
四
-A
年
以
後
チ
ャ
ー.チ
ズ
ム
，は
死
滅
し
た
、

.

.と
考
え
ら
れ
て
：き 

た
.
'実
際
、
へ
窮
乏
化
に
対
す
る
労
働
者
太
衆
の
被
治
的
抗
讓
と

.し
て
の
チ
ャI 

チ
芩
ム
は
へ

一

八
四八

.
^
！
:

養

に

衰

え

、
：
そ

れ

以

馨

働

讓
.は

い

ゎ

ゅ

る

: 

一

r H,

丨
卜
モ
.デ
：
ル
め
時
代̂
と
入
る
0
-

:

そ

し

て

臂

植

民_
の
搾
取
の
上
：に
あ
べ 

ぐ
ぢ
を
か
い
だ̂

^

^

の̂
.："
穏
健
"
^T.

日
和
見
化
の
道
が̂
こ
.に
用
意
さ'' 

.れ
、>
vの
道
は
瑰
代
イ
ギ
リ
ス
に
続
い
て

ぃ
る
の
で
，あ
る
：。.'
だ
が
そ
れ
に
も
か
： 

か
わ
ら
ず
、

：

チ
t 

j

#.x
A
の
失
敗
は
、'労
働
者
の
努
力
の
方
向
.を

政

治

的

民. 

主
.々

義
が
ら
社
会
的
民
#

々
義
へ

'と

深

め

さ

せ

(

勿
論
ッ
そ
れ
ば
政
治
的
沈
滞 

と
い
ぅ
犠
收
に
お
い
て
で
あ
る
が

)

、

X
チ
ャ
.
1チ
ズ
ム
へ
の
過
程
で
明
確
に
な 

つ
た
.プ
ロ
レ
タ
リ
アI
.ト
の
階
級
意
識
は
国
際
的
連
帶
感
に
迄
成
長
し

.'

.
:イ
ギ
、. 

リ
ス
労
働
者
の
日’和
見
化
を
超
え
て
全
據
の
遺
鹰
と
な
っ
た
の
で
あ
石
。
.
こ 

こ
に
我
々
は
チ
ャ
ー
チ
ズ
‘ム
が
播
し
た̂

つ
の
大
き
^
^
産
を
み
杏
事
が
で
き 

る
。
.即
ち
、

一
つ
は̂

^
義
$

も
床
ぃ
.袁
味
で
.
.の)

へ
の
道
办_
猶
化
で
^
 

り
、
他
は
、
労
働
者
の
階
級
的
連
董
恩
識
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
'
ョ
ナ
リ
ズ 

ム
の
成
立
：で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
チ
ャ
ー
チ
ズ
乂
は
決
し

.て
一
八
®
八 

年
.に
終
る
も.の
で
は
な
く
、
ィ
ギ
リ
ス
^
ぉ
ぃ
^
も

、
又
全
世
思
的
に
も
、
そ
れ

、

七

六(

1
八
〇
>
,

以
後
の
歴
史
と
最
も
深
い
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
る
と
い
う

«
が
で
き
よ
う
。

•:
"
一 
八
s
o
#
i
:
i
は
チ
.十
|'
.
チ
：
ス
ト
極
左
派
の
：著

指

導

者

と

し

て

現

れ

、

運
動
が
衰
滅
し
て
ゆ
く
局
面
で
は
ゲ
ー
ネ
ス
ト
，
ジ
.ョ
ー
ン
ズ
と
共
に
そ
の
回

復
の
'為
に
戦
っ
た
ジ
ユ
リ
ア
ン
•
ハ
ー
二
ー
は
、
そ
の
意
味
で
手
，ャ
ー
チ
ズ
ム
へ

と
、
そ
れ
以
後
の1

運
動
と
1の
塍
史
的
な'0
.な

が

り

を

最.4
よ
く
代
表
す
る

.

も
の
で
あ
る
と
け
え
よ
う
。
：戦
後
サ
ヴ
ィ
ル
に
よ
っ
て
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
研
^
が

;
'

•,
.、..

. 

-

な

さ

れ(saville, J
:

 E
r
n
e
s
t

 J
o
n
e
s
: c

h
a
^
i
s
t
,

 1
9
5
2
)

.今
ま
た
ア
メ

リ
カ
の
学
徒.シ
ョ
イ
エ
ン
に
よ
っ
て
ハ
丨
-
丨
：
の
研
究
が
現
わ
さ
れ
た
と
い
：う

こ
-と
は
、

チ
ャ

ー

チ
ズ
ム
を
そ
れ
以
後
の
労
働
運
動
史
と

.の
gQ
ii
の
中
で
評
価

し
;0
:
う
'と
い
.
:5
;チ
：ャ.：.丨
：チ.ズ
.
.
.
<
.

研
究
の
発
展
の.方
向
を
^

っ
て
、
：
：

'決
し
て
偶
然
の
所
産
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

'
著
者
は
、#と
し
て
チ
ャI
チ
ズ
ム
の
こ
の
一

一

つ
：の
遺
産
に
'焦
点
を
合
せ
つ

つ
、
へ
ハ

—

'~
丨
の
生
涯
を
追
跡
し
、
。そ
の
と
と
：を
通
じ
て
：チ

V

丨
チ
ズ
ム
の
歴

史
盼
役
割
を
明
ら
か
に
し
；よ
う
：と
し
て
い
る
。
、
チ

>
丨
チ
ズ
ム
が
、

そ
&

体

.
'で
完
結
す
る
運
動
で
は
な
.い
と
す
れ
ば
、
著
者
は
ま
こ
と
.に
適
当
な
人
物
を
選

ん
だ
と
いh
ね

ば

な

ら

ぬ■ 

°我
々
'は
大
^

導
者
と
し
て
の
ハ

ー

今
丨
の
成
長.

と
没
^
の
中
に
、イ
ギ
リ
ス
^

p
?l
動
の
性
袼：

の
変
化
と
発
展
を
う
か
が
う
の

で
あ
る
。.以
下
、.
C

叹
著
^'
四
つ
の
部
分
に
大
別
し
て
紹
介
を
試
み
よ
う
。

:

%

;

:;
'

I 

一
 

'
;
:

:'

■

.
1

1

'■
■
.

'-
■
 

.

ン
-

:■
■
■
■

.

 

.

 .
.

 
.

 
r

 

•

 

.

へI:

丨
五
，章「

.一
急
進
主
義
者.の
形
成
1-
-「

新
ジ
ャ
コ
：バ
ン
主
蘼
者

」
「

遵
法
主
義 

と
革
命i F

実
ガ
行
使；

J 

空

最

と

ニ

八

四

ニ

年.

J
…

.

ラ
ヴ
ケ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
石
P
ン
ド
ン
高
級
職
人
か
政
治
的
デ
モ
.ダ
ラ
シ
ー 

M
g

が
北
部
のI

者
大
衆
と
結
び..つ
い
た
時
ね
は
じ
め
て
：チ
ャ
ー
チ
ズ
.ム
政 

大
衆
的
な
も
の
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

'
ロ
シ
ド
ン
.
の
中
に
も
こ
の
様 

な
貧
級
職
人
層
と
は
別
に
、
貧
困
な
労
働
者
層
が
苽
汎

.に
存
在
し
て
：い
た
。

ラ 

ヴ
ェ
ッ■ト

のn

ン
ド
，ゾ
労
働
者
協
会
に
対
し
て
、

”
ハ
I
 

一一
 

が
そ
め
同
志
と
共 

に
組
織
し
た
ロ
ン
ド
シ
民
主
協
会

(
i
i
o
n
d
o
n

 D
e
m
o
c
x
a
t
i
Q
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)

 

は
こ
.の
様
な
人
々
を
代
表
す
る
も
の
.で
あ
.っ

た
.°
マ
ラ
I
を
き
ど
る
笼
ぎ
ハ
ー 

'ニ
 

!
は
、
ロ
ン
ド
ン
人
の
中
の
、
ま
さ
に
フ
：
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
サ
ン
，キ
ユ
ロ 

ッ
ト
に
も
相
当
す
べ
き
部
分
の
指
導
者
と
し
て
登
場
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
の
口
ン 

ド
ン
労
働
若
協
会
の
職
人
グ
ル
.丨
プ
と
、
民
生
協
会
の
下
層
兔
働
者
グ
ル

I
。フ 

.(

た
と
え
ば
ス
ピ
タ
ル
フ
ィ
ー
ル
ズ
の
絹
織
工

^
と
の
' 対
立
ぼ
、

チ
ャ' ト
チ
ズ 

ム
が
北
部i

に
拡
が
っ
て
ゆ
く
過
程
で
''
.精
祌
ガ
派
と
実
カ
派
の
対
立
と
1; 

て
全
国
的
な
規
摸
に
拡
大
さ
れ
る

0:
こ
こ
で
ハ

ー

 

ニ
.丨
が
、.
北

部
,^
:
衆

を

指

導
 

す
る
オ
ふ
ン
ナ-
の
陣
営
に、
' そ
の
最
左
翼
と
し.て
-接
近
し
て
ゆ
ぐ
の
は
当
然 

，
で

あ

ろ

ぅ

"
今
や
彼
は
、
単
に
ロ
ン
ド
ン
下
層
赞
働
者
の
代
表
'で
あ
る
ば
か
り 

で
な
く
、

一

 

九
1ー.ー
九
年
の
チ
ャ~
チ
ス
ト
.大
会
に
は
、

ノ

ー

ケ
ィ
ッ
么
、'ニ
ユ
. 

丨
.
ン
キ
ャ.ス
ル
、

及

び

ダ

ー
ビ

ー
の
選
出
代
議
鼻
と
■し

て
..

参

胁

す

る

め

.
で

お 

る
。
'フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
げ
る
：ハ
リ
ど
は
異
な
ヴ
、

：こ
の

.頃

す

、
で

に

劳

働

運

動
 

の
太
衆
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
泉
は
も
は

^
ロ
シ
ド
ン
に
は
な
が
っ
.
た
-°
そ

れ

ば 

産
®

本
の
新
し
：

i

発
展
を
瓦
映
し
て
北
部
In
、業
地
.帶
に
移
っ
て
が
た
の
で
あ 

る
。
首
都
の
こ
の
沈
滞
に
.よ
っ
：
て
、
，
大
会
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
バ

.
|ミ
ン
ガ
.ム
べ 

と
移
動
す
る
。■こ
の
为
会
は
、
.
請
願
が
議
会
に
よ
ク
て
杏
決
さ
れ
た
場
合
と
る

t

ぎ
.

「

そ
の
後.
の
萊
段」

.

に
関
し
、て
紛
撕
す
る
が
、
極
左
実
カ
派
と
し
て
ゆ
ハ 

丨

一一.：
J

は

"
神
聖
爿
ダ
め
ゼ
ネ

：，
ス
ト
と
武
装
.の
準
備
と
を
不
可
分
の
も
の
と 

考
え
、
そ
の
後
の
.強
力
な
指
導
を
要
求
し
た
.。
だ
が
、

チ
ヤI

チ
ス
ト
指
導
部 

は
ご
，の
問
題
を
め
ぐ
ヤ
て
内
部
の
不
統
一
と
不
決
断
を
さ
ら
け
出
し
、
も
り
上 

:
?
て
く
る
大
衆
の
：不
満
を
革
命
的

^

&

,

に
迄
統
ー
的1に
指
導
す
る
事
が
全
<

.「

八
月
三
白
の̂
オ
ロ
^
ナ
ト
及
び
オ
ブ
ラ
ィ
エ
ン
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
委 

.

貴
会
ば
、
'.ゼ
ネ
ス
^ .
-

で
は
か
く
、
三
次
に
亙
る
デ
モ
を
可
決
し
た
が
、
そ
れ
は 

労
働
者
に
対
す
る
練

T

的
な
指
導
を
放
棄
し
た
こ
と
で
あ
り
、

.
ゼ

ネ

.
ス
ト
の 

.
中
に
あ
る
べ
き
労_
者
の
■連
帶
性
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

チ
ヤ
ー
チ
ス 

ト
.は

労

饊

組

合.0
:
ス
ト
'ラ
ィ
キ
'闘
条
を
指
導
す
る
能
カ
に
欠
讨
て
い
た
の
で
あ 

.■り
，

こ
れ̂

上
-
て
ス
：卜...
ラ
.ィ
.キ
，は
停
止
さ
れ
は
し
な
.か
っ
た
が
、
そ
の
凝
集 

力
を
失
.マ
セ
の
で
お
る
。
、
か
く
し
ズ
：

4
九ill

九
年
.の
第「

回
の
請
願
は
否
決
さ 

れ
>
ぞ
の
歡M

鼠
の
様
な
弾
压
が
總
き
、
目
ぽ
し
い
指
導
者
は
か

「

た
ば
し
か
ら 

投

警

れ

た

。.ぬ
の
年
の
実
力
行
動
の
失
敗
の
経
験
と
、
穏
健
な
ス
コ
ッ
ト
ラ 

ン
ド
、

：

チ
> 

Iチ
ス
ト
.と
の
接
触
か
ら
、
.
ハ
ー
ニ

ー

 

'は
宣
伝
と
、
徹
底
的
な
紙 

、
織
化
の
必
要
を
ボ
く
よ
^

^
あ
ヴ
#

^
な
武
カ
4
.霞
ば
り
を
主
張
し
た
頃
と
迅 

.

.べ
'で
、'-
.可
成
り
の
変
化
を
示
す
よ
.ぅ
.に
.な
..る
0
'人
--
丨
.四
寧)

.：

.

.-■
八

'
一
一
！
擧

办

哭

敗

め

^

.

運

動

ば

徐

，
々

^

回

復

ず

る

が
、
.
ナ
八
四
ー
一
年
夏 

の
：恐

蹄

ゆ

再

び

チ

ヤ

ー

チ

ズ

ム.を

%

え

上

：ら

せ

た

。"経

済

不

況

'の

し

わ

よ

せ

と
 

•
し

て

次

々

と

強

行

さ

れ

：た

賃

金

切

下

げ
.に

反

対

す

る

労

働

者

の

ズ

ト

ラ

ィ

キ

闘
. 

'

争

は

暴

變
.迄

発

展

じ

て

い

へ

？
た

。

だ

が

、
：

'
ご

れ

ら

自

然

発

生

的

な

スト

ラ

ィ



:

キ
ど
暴
動
は
、
：
チ
キ
：：丨

.チ
ス
ト
中
央
機
関
の
指
導
と
結
.び
勹
が
尔
か
？
た
。
：
0
ゾ̂
^̂ 

こ
で
も
..：

I 

.

.
八
.一.

1

1
'九
年
.
.>
1
同
様
の
チ.ヤ
ー
：■チ
ス..ト.指
導
者
の
.不

統—-
:と
不

決

断

が
. 

示
#
れ
た
。「K

ド
ラ
：ィ
キ
ば
憲
章
が
馨
と
如
る
迄
続
げ
ら
れ
ね
ば
：

■な
ら
ぬ
、

.と
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
，
ス
ト
ラ
イ
，キ
に
全
く
新
し
い
目
的
を
導
き
入
れ
：
 

た
の
は
八
爿±.
'
'ー
日
、

マ
シ
デ
エ
ス
タ

ー

で
.の
.労
働
齓
合
代
表
者.の
集
り
の
.会 

議
に
お
い
て
で
あ
っ
た
：。

J 
C

一
一.
.四
頁)

.
と
い
ぅ
様
に
、
労
働
組
合
の
'ス
ト
ラ'
. 

V

ギ
闘
争
と
チ.ヤ
ー
，チ
ズ
ム
の
結
び
つ
き
は
、

チ
ヤ
ー
チ
ス
ト
•に
よ
っ
て
で
は 

な
く
、.：却
っ
て
下
！
^

^

組
合
に
よ

：
マ
て
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。：

.
•

こ
の
様
な
チ'ヤ
ー
チ.
.ス
ト
指
導
部
の
無
能
は
ー
八
四
ニ
年

0
請
願
の
：否
決 

と
、.：相
つ
ぐ
弾

m

と
な
っ
て
は
ね
返
り
、
チ
ヤ
I
チ
ズ
ム
に
一
一
つ
の
重
大
な
結
. 

果
を
知
赵
ら
し•た
。.一

つ
は
労
働
組
合
運
動
家
の
チ
ヤ
-
チ
ズ
ム
.が
ら
の
脱
退
' 

で
あ
り
、
他
择
ラ
ヴ
，エ

.
ッ
ド
ら
の
穏
和
派
指
導
者
の
擊
で
あ
っ
た
：。
霧

組

r
 

合
チ
ヤ
ー
チ
ス
ト
は
、
政
治
行
動
：に
対
す
る
不
信

.か
ら
、
石
れ
以
後
経
済
闘
争
. 

に
専
念
す
る
様
に
な
る
0(

五
章)

.

;-
'
.
:
.

六

丨

七

章「

す
べ
て
の
人
間
は
兄
弟
で
あ
る

」
r
:
f
A

四
八
年」

：

.
1

八
四
三
年
、

チ
ヤI
チ
ス
ト
の
機
関
紙
だ
る
：オ
コ
ン
ナ

.
1の
；
〃
北
極
星//

紙

(
N
o
r
t
h
e
r
n

 S
t
a
x
>

の
副
編
氟
長
、
:
そ
し
.て

_*
八
：四
五
年
にi

長
の
， 

席
を
与
え
ら
れ
た...
ハ
ー」

一
I
,は
、.

ジ
'ヤ
，丨M
ナ
リ
ス
■トと
し
て
強
力
な
発
言
の
場 

を
与
え
ら
れ
、.こ
こ
に
彼
独
自
の
、
革
命
運
動
の
国
際
的
連
帶

£
思
識
が
_チ
ヤ 

丨
チ
ズ
ム
を
大
き
くリ
ー
.ド
し
始
め
る6
彼
は
も
は
や
単
純
な
チ
ヤ

I

チ
ス
ト 

の
極
左
派.で
は
な
く
、
国
境
を
こ
え
た
革
命
運
動
の
重
要
人
物
と
し
て
、登
場
す 

る
。(

こ
の
.国
際
社
会
主
義
運
動
の
舞
台
.ロ
ン
ド
ン
に
は
：、
ハ
！

 
ニ
ー
务

め

ぐ
マ
；

 ̂

i
 

A

2

A

5

.

:

て
マ
ル
ク
ス
、.エ
，
ン
ゲ
ル
ス
を
は
じ
め
、

マ
チ
ー
ニ
、
バ
ウ
ァ
丨
、

ル
ー
ゲ
、 

ル
ド
リ
ュ.
ロ
ラ
ン
、

ル
ィ-
•ブ
ラ
ン
、.コ
ン
シ
デ
ラ
シ
等
の
姿
が
交
錯
し
、

'
.. 
4
ハ

ー

九

章

の

.

四
韋
を
'>
-
;

〕

'©
.書
の
最
%:
'
生
.気
あ
る
.部
分
に
...
じ
て
い
'る

-
ハ
I
モ
~ 

fc
:J
:
っ
て4=

^

星

：は

、
' 
単
に
チ
ザー

：チ
.ス
ー
ト
機
関
紙
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
：
最 

初
の
国
際
社
会
主
義
運
動
の
大
衆
的
流
布
機
関
と
な
マ
た
：の
で
あ
っ
た
。

-/
.-■
丨
二
»:
:
:は
亡
命
革
命
家
の
唯
'一
の
発
言
機
関
で
あ
る
北
極
星
の
編
集
を
通 

じ
.て
ロ
：ン
ド
：ン
0:
亡
命
者
の
組
織
化
を̂:
み
た
。

1
A
四
三
年
、
彼
は
エ
ン
ゲ 

'
ル
；.又^-
会
っ
：た
が
、
：ぞ
れ
以
後
キ
ン
ゝ
ゲ
ル
ス
'は
ド
ィ
ツ
に
関
す
る
猜
報
の
寄
稿 

:

.

.
家
と
な
っ
たo
-こ
ど
5
1
:
つ
の
祀
会
主
義
、
：

I

つ
は
ィ
ギ
づ
ス
経
験
論
の
歴
史 

■*
の
护
で
発
展
し
、'
.
他
は
ド
ィ
ツ
観
念
論
の
伝
統
の
中
で
成
長
す
る

r
l

つ
め
社
会 

V

 

'主
義
の
最
初
の
交
流
が
み
ら
れ
る
。
.
"

.

そ
の
頃
、
'
P
シ
ド
ン
の
亡
命
家
は
.、
バ
ブ
.丨
フ
主
義
の
支
配
的
影
響
の
下
に 

-

あ
る
ド
ィ
ツ
、
;:
ブ
ラ
シ
'ス
.の
社
会
主
義
的
共
和
主
義
者
の
ダ
ル
ー
プ
と
、

マ
チ 

|
.
.
.
ー
一
.に
象
ら
.れ
た
'
〃
青
年
ィ
タ
..リ

4
*
"
.
.
.

を
中
、心
と
.す
る
自
由
主
義
ブ
ル
ジ
ョ
ア 

:
分丨

：：

§
な
グ
ル|'
プ
の
1
1
つ
に
分
れ
て
い
た
。

'パ
：-

ニ
丨
は
：こ
の
左
翼
を
組
織 

.
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
〃
友
愛
民
主
々
義
者
"

(Fr
a
t
e
r
n
a
l

 

D
e
m
o
c
r
a
t
s
)

 

..を
結
成
し
た
。
'
ハ
ー
ニ

ー

は
と
の
様
な
組
織
を
北
極
星
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に 

ょ
-?
.て
、
急
速
に
チ
ャ
：丨
ズ
.人
の
：国
際
性
を
：高
め
、
労
働
階
級
の
立
場
か
ら
積 

極
的
に
国
際
問
題
に
対
す
る
方
針
を
打
出
し
て
行
づ
た
。

： 

と
の
様
な
合
法
面
で
の
活
動
ば
か
り
で
な
く
、
彼
は
ブ
ラ
ッ
セ
ル
に
設
立
：さ 

れ
た
マ
ル
ク
ス
^
の
共
産
主
義
者
同
盟

(
c
o
m
m
u
n
i
s
t

 

L
e
a
g
u
e
)

に
も
加 

.7

盟
す
る
が
' 

と
め
様
な
话
動
に
よ
っ
て
被
枕
、
マ
ル
ク
ス
.
ユ
ン
ゲ
ル
ス
と

、\

ブ
ー
フ
主
義
的
ド
イ
ツ
人
亡
命
者
と
の
結
び
目
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

：C

六
章)

1

A
四
八
年
の
不
況
と
共
に
.チ
.ヤ
丨
チ
ズ‘
は
三
度
び
高
ま
っ
て
く
る
。
'
フ 

ラ
ン
ス
に
お
け
る
ニ
月
ギ
命
は
世

^
的
に
苹
命̂

動
の
高
揚
を
も
た
ら
し
、
イ 

ギ
リ
ス
も
又
そ
の
^
^
で
は
な
が
っ

た
。
だ
が
こ
め
塲
合
も
又
チ
ヤ

r

チ
：ス
ト 

:'が
ど
れ
尤
こ.の
革
命
的
気
運
を
現
実
的
に
指
導
し
え
た
か
は
疑
わ
し
い
.。
と
い 

ダ
の
は
、
オ
コ
ン’ナ
1
の
支
配
下
に
あ
る
チ
ヤ
ー
チ
ス
：ト
達
は
、
へ
彼
の
プ
手

：
，
.
' 

ブ
ル
的
な
土
地
計
画
に
精
力
を
費
し
：て
：し
ま
い

V
大
f

導
に
必
要
なi

力
,' 

に
欠
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
請
願
は
支

i

級
.の
_
笑
の
.
¥に
否
決
さ
れ、
-.
'
,
: 

チ
ヤ
ー
チ
ス
ト
は
中
産
階
級
と
の
同
盟
の
問
題
を
め
ぐ
つ

.■て
分
裂
す
る
。

ハ
ー
.

」 

と
ー
は
オ
コ
ン
ナ
ー
の
圧
迫
に
尤
っ
て
こ
.の
年
の
大
会
に
積
極
的
に
参
加
す
る 

こ
と
は
で
き
な
か>
た
け
れ
ど
も
、
.
ょ
り
明
確
な
階
級
意
識
か
ら
中
産
階
級
と 

の
同
盟
を
拒
否
し
た
左
翼
办
人
.々
と
根
本
的
に
態
度
を
等
し
く
し
て
い
た
。
オ 

コ
シ
ナ
.

—

.に
ょ■

っ'てt

社
会
主
義
が.第一

で
チ
ヤ
I
タ
ー
：は
第
一
匸
に
な
っ
て 

い
る
と
非
難
さ
れ
た
こ
の
人
々
の
主
張
は
、

''
.チ
ヤ
ー
チ
ズ
ム
が
そ
.の
過
程
に
お 

VV
.て
社
会
主
義
へ
め
志
向
を
1

さ
せ
て」

い
っ
た
.

こ
と
の
現.わ
れ
と
：し
て
&

目
へ 

す
べ
き
だ
ろ
ぅ
。

(

七
章)

.

:

ぶ

,

:
 

八

ト

九

章「

青
旗
が
ら
赤
旗
へ

」

—1
敗
北
1—
,

一
八
四
八
年
に
続
く
時
代
は
国
際
的
に
も
反
動
の
勝
利
办

#
代
で
あ
り
、
.イ 

ギ
リ
ス
に
お
い
て
か
亡
命
者
：の
国
際
紙
織
は
次
々
ん
解
体

さ
.

れ
た
"，
一
方
、
.
一
 

/\
四
八
年
の
蓮
動
の
失
敗
は
、
' 政
治
運
動
に
失
望
し
た
多
く
の
チ
ヤ
ー
ゝ
チ
ス
ト

. 

を
鬼
働
組
合
運
動
べ
走
ら
せ
る
結
果
と
な
：っ
た

-
U、
.
ア
ラン
：ス
に
お
げ
る
二
月 

葉

の

結

末

は

、.労
働
運
動
は
政
治
的
民
芏
々
義
の
み
な
ら
ず
ぐ
何
ら
か
の
形

'

,

襪

評
.及

び

軔

介
' 

:

、：：

で
明
確
な
社
会
主
義
的
目
標
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
事
を
痛
感
さ
せ
る
様
に
な 

.
っ
た
。
と
の
迈
ゲ
か
ら
ハ
：丨

 

>
1丨

の

藝

主

義

的

色

彩

は

.：ま
す
ま
す
強
く
な 

り
、
中1
|
級̂
と
の
同
盟0;
問
題
を
め
ぐ
っ
て
オ
.コ

ン

ナ

ー

の

プ

チ

•

•/
ル

的 

見
解
と
^-
ひ
し
'く
対
立
す
る
様
に
な
る
。
：
こ
の
対
立
に
お

.い
て
ハI 

ニ
ー
は
勝 

:

利
を
鳴
た
が
ぃ
：そ
：の
篇
に
娘
は
オ
コ
ン
ナ

I
,と
、
藍
星
ど
に
別
れ
を
告
げ
ね 

.ば
だ
ら
な
れ0'
'
:'
'へ
し
.
1
1
^
は
今
や
.チ
ャ
ー
チ
ス
ト
の
指
1

地
位
に
立
ち
、
そ 

の
社
会
主
義
的
色
彩
を
ま
す
吏
す
明
ら
か
に
し
て
行
マ
た
が
、

.
だ
が
、
運
動
そ 

れ
自
体
は
十
九
世
紀
後
半
'の
イ
ギ
リ
ス'を
^
:微
づ
け
.る
あ
の
目
ざ
ま
し
い
経
済 

，
発
展
と_

の
為
に
、
も
は
.や
労
働
大
衆
の
関
心
と
熱
意
を
ひ
き
つ
け
る
も
の 

-
で
は
な
か:-
-
た
の
で
あ
名
。
そ
し
'て
ハ
丨
-

1

丨
の
.社
会
主
義
の
内
容
も
、：
エ
ン 

ゲ
ル
：ス
の.影
響
4
同
時
に
、
土
地
国
有
論
や
協
同
主
義
や
、
各
国
の
亡
命
者
か 

.ら
の
雑
多
な
影
臀
を
含
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。

C
A章)

I"

八
五
〇
年
、;ハ
I 

ニ _

は
.：̂

色
共
和
、王
義
者
"

R
e
p
u
b
l
i
c
a
n
)

 

を
発
刊
し
た
：。
：
彼
の
社
会
主
義
の
非
画
一
性
を
反
映
す
る
か
：の
よ
ぅ
に
、
そ
の 

論
集
方
針
は
全
く
寛
容
で
あ
り
、
‘.マ
ル
ク
ス
と

.ル
イ
；
.ブ
：ラ'ン
：の
論
稿
が
同
一 

紙
面
に
出
る
よ
ぅ
な
こ
と
さ
え
あ
；？
た
。

.ハ
丨
_ー

 

ー
の
#

^
の
社
#
^
!
義
党
派 

;

に
：
偏

ら

な

い

と

め

#

^

そ
れ
，
体
が
、丨
大
陸
で
の
反
動
化
に
よ
づ 

(

家
の
階
級
的
色
分
け
が
お
す
ま
ず
明
ち
か
に
な

^
て
ゆ
^

程
の
中
で
は
、

一
 

つ
の
攻
撃
さ
る
べ
ぎ
態
度
と
じ
て
へ
マ

'ル
.ク
ー
ス:エ
.-
.ン
ゲ
ル.ス
のs

に
は
映
っ
、た 

,
の
で
あ
る
"
_
こ
；こ
で
彼
等
の
間
が
友
情
に
終
止
符
が
打
た
れ
、
亡
命
革
命
家
の 

.結

書

と
V
に
崩
壊
し
た
。
：、

..

.
i
A
M
a
策
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
顏
と
共
に
政
治
的
革
命
的
気
運

•

.

. 

七

九
.(

一
八
三)

.'



.た
；\
u
.

::::

. 

: 

V':
-
つ

.

y
"

.

/v
o

- 

x

 i

.八

.四〉

'
■
.

を
終
る
最
後
迄
、
政
治
的
ジ
ャ
I
ナ
.リ
ス
ト
、と
し
て
の
筆
を
す
，て

.な
か
つ
た
ハ

,:
ば
衰
返
1>
'、'

〔

1

象
0/
関
办
ば
、
：#

_

#
ら
0

1

^
、
::
«

質
的
利
益.の

權
' 

_

.
寒

ざ

^

(

労
働
組
合
ど
ゥ
協
同
組
合
運
動
の
発
展
が

、
::
;
;

「(

八
西
入
年
以
ー
：

〈 

-'
_

.̂
:
特

徴

づ

ボ

髮

ぞ

ヤ

ー

チ

系

人

ど

蕩

組

锋

.
協
同
組
合
と
の
緒
合
を
¥
 

き
、
広
巩
な
勢
力
を
含
ん
だ
新
し
い
觉
を
結
成
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
チ
ャ

I
チ 

ズ
ム
を
復
活
さ
せ
ょ
ぅ
と
し
た
ハ

I 
ニー

の
計
画
は
、
し
ヵ
し
ジ
.
3 

—
シ

ス

の

め

舊

友

ゥ

尨

霞

じ

た

。
：ジ
ョ
、

I;
’ゾ
ズ
は
靈
組
ム
ロ
や
協
同
®
 ロ
の
労
働
者：
.

::

が
^

#
貴
族
：で
あ
.っ^:
;
、
.そ

の

醫

闘

争

へ0
偏
向

は

チ

々
：
丨
チ
ズ
ム
ー
め

「

政
治 

^

^
的
性
职
を
そ
と
な
タ̂
办
で
お
る’
乏
主
張
^
た
^
で
あ
る
。

^)

.1
- 

ン
ズ
と
パI 
二 

I
の
対
立
は
、

か
く
し
て
ジ
ョ
I
ン
ズ
の
勝
利
に
終
り
、

ハ
I 

ニ
丨
'に
は
没
落
と
失
意0
日
が
続
<
の
：で
あ
る
。

(

九
ー
章>
:
"

:l

o

n
w '
5
 T

 

引9

3:
顧」

':
'
づ

一
八
艽-三
¥.
、

ハー 

二 

I
は
口
ン
ド
ン
か
ら
ニ
ユ
ー
キ
ャ
ス
ル
へ
と

^

っ
て-

行
ヴ
た
。
衢
の
，す
ぐ
れ
た
1
1際
問
題
へ0
囊

は

歡

し

て

衰

え

を

事

淑

な

か

：っ 

だ
が
、
被

の

V

ャ
r

i
y;
:
.
入

ド

と

：
し

て

の

活

躍

は

も

は

^

%

^

動

办

餐

台
 

で
は
現
わ
れ
ず
、

ニ
ユ
I

.
キ
ャ
ス
ル
か
ら
ジ
.ャ
丨
ジ
.丨
裊
へ
、

そ
し
て
.ア
メ 

リ
ヵ
へ
と
い
ぅI

ち
の
道
の
中
で
地
方
的
に
行
わ
れ

’た
の
み
で
あ‘っ
た
。
，そ 

:
し
て
彼
の
非

M

的
な
階
級
闘
争
観
、
爱PO
的
思
想
も
、
そ
の
後
の
彼
の
経
験
ー 

;

ど
、
：蕩

運

動

の

変

化

と

を

反

敗

じ

て

変

化

ず

る

：。

.'
そ
：の
晩
年
、

ハ
丨
土
丨
は 

祖
国
ィ
ギ
リX
へ
赚
る
こ
と
が
で
ぎ
た
が
、
今
や
、
：
フ
ラ
ン
ス
革
命
へ
の
若
、 々

し
い
信
做
は
失
わ

#

特
矩
の
政
体
べ
の
！
^

ば
4

«
ゆH

.

丨
ト
Y
ア
ン
：に
ず 

パ
ぎ
な
い
、
と
彼'は

考

え̂,
。

理

性

の

時

代

、
.

進
歩
の
時
代̂V

し
て
衣
安
と
懐
疑 

,の
時
代
を
生
き
た
と
の
民
主
々
義
者
は

『

八
九
ゼ
年
士
一
月
、
.八
セ
歳
の
生
涯

_

三

^

#
1-
チ
ん
。
蓮
動
め
氣
義
を
単
に
イ
ギ

.リ
ス
.

^
運
動
史
.の
粋
0-
中
だ
け 

:

t

ど

觀
&

な

ゼ

で

：
、
；
离

キ

ヶ

ぬ

¥

く
国
際
社
#

王

義

運

動

の

摄

な
視

野

の 

:

衝
也
と
ら
先
よ̂

J

'^:

を
著
者
の
意
因
は
、
.：
：
以

上

©
.
概

略

が

ら

も

救

ら

く

よ

各
 

と
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
彼
ら
の

t®

の
形 

成
.の
上
に
お
い
て
、

い
か
.に
多
く
の
も
の
を
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
の
_
争
か
ら
学 

*?>
■
と
'づ
た
'か
.は
、
：.今
さ
ら
こ
：
.
.こ
で
く
り■か
え
す
必
要
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う

。
' 

こ
の
■
.
な
、
著
者
の
す
ぐ
れ
た
問
題
の
と
，り
上
げ
方
は
：、
ま
さ
に
こ
の
•書
の
特 

色
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
つ

.て
本ii

は
サ
ヴ
ィ
ル
の
ジ
ョ! 

ン
ズ
研
究
に
比
べ
て
す
ぐ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
著
者
の 

問
題
の
と
り
上
げ
方
は
こ
の
様
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
ー
し
て
も
、
我
々
は
そ
の
問 

#

が
趣
驗
&
也
方
に
は
必
ず
し
も
全
麗
に
經
足
す
る
訳
に
ば
い
か
な
い
。
と 

'
.
i
5
©'
.は
：、# :
蚩
|は
同
«.
を

も
?
て

パ

—

.
一
一
丨
の
生
涯
を
©

い
て
い
る
が
、
多 

<:
:
の
！g
fa
-

i

s
が̂

蒙

え

年i.

こ
：
の
：
陳

情

は

'

着

の

思

想

的

立

場

.の
木
明 

.
磁

ざ

と

相

ま

づ

ー

て

:>
'
.
こ

办

書

於

.
グ

丨

"
丨
^

と

い

う 

欠
陥
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
却
っ
て
ハ
丨

-

1:

丨
於
杲
し
た
積
極
的
役
割 

の
評
#|
も
十
分
な
さ
れ
え
な
い
こ
と
と
な
マ
た
よ

1
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
は 

殊
に
-チ
ャ
ー
チ
ズ
ム
の
衰
退
の
員
M
に
関
.
し

て

■
い
う
#

が

で

き

る
0:
マ

ル

タ 

ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
及
，ひ
ジ
：

:3
丨
\
ズ
に
対
し
て.の
、.
ハ
ー
一
ー
ー

へ
.
の

著

書

の

好

.

(

豪

、
' 

■
決

し

で

戴
.の
豪
性
を
搶
う
程
で
ば
な
い
け
れ
ど
も
、
し
か
も
な
お

こ
の
様
な
態
度
の
為
に
著
者
は
、

.
ハ.
1
ニ
ー
と
チ
ャI
チ
ズ
み
の
没
落
を
〃
記 

述
"
す
る
こ
ど.は
で
き
た.が
、
そ
の
没
落
の
理
由
を
•さ
ぐ
り
、
そ
れ
を
批
判
し 

た
上
で
、
そ

れ

ら

の

歴
-^
的
意
義
を
評
価‘す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

.
更
に
著
者
は
、
チ
ャ
！
チ
、K

A
と
労
働
組
合
及
び
.社
会
主
義
者
の
関
係
と
い 

う
未
解
決
の
問
題
を
、
十
分
な
意
！
！
^
も
っ
て
ふ
れ
て
い

.

る
が
、
そ
の
捉
え
方.

.

が
、
従
来
の
研
究
と
同
様
に
.、
''
こ
.'の
|?
#
:代
の
：労

働

者

薩

罾_へ
の
'
構

造

亂

把

握
 

'に
基
い
て
い
な
い
為
に
、

や
は
り
指
導
者
間
の
対
立

•反
撥
と
.い
う
形
で
瑰
衝 

さ
れ
、

こ
の
問
題
に
対
す
る
よ
.り
深
め
ら
れ
た
解
答
ぎ
え
各

t
と
.が
で
き
な.い
：
 

こ
と
と
な
；つ
た°
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
今
後
、
社

会

霞

史

の

分

降

に

軾

げ 

る
新
し
い
成
果
を
ふ
ま
え
る
こ
と
に
よ

-?
■
て
の
み
、

よ
り
深
化
さ
れ
た
研
究
が 

.
可
能
と
.な
る
.で
あ
ろ
う
。

最
後
に
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム
研
究
に
お
け
る
未
開
拓
の
分
野
に
新
し
い
欠
献
を
加 

ぇ
た
こ
と
ぞ
喜
び
た
ぃ
。
:

.

.

'

■

.

:

.

■

人

野

地

洋
'

行
V

'

第
一
，
一
次
太
戦
後
の
英
国
に
お
：い

て

政

権

を

担

当

し

た

の

は

労

働

党

で

あ

っ
 

~た
。：

労
働
党
政
府
は
産
業
国
有
化
と
独
占
規
制
法
を
主
要
武
器
と
し
て
独
占
に 

対
処
し
た
。'.国
有
化
問
題
の
検
討
ば
他
の
稿
に
譲
り

(
本

誌1.

九
五
八
.年
十
月 

号)

、
.
ど
の
稿
に
お
い
て
.

は
、
独

占

規

制

法

(

J E

式
.に

はM
o
n
o
p
o
l
i
e
s
,

 

a
n
d

 

R
es
tr
ic
ti
ve
. 

P
r
a
p
t
i
c
e
s
《
E
n
q
u
i
r
y

 a
n
d

 C
o
n
t
r
o
l

 >* A
c
t
,

 

1948) 

.の
み
を
問
題
と
す
が9:
:即
1

ず
、

」

こ
の
法
に
塞
く
政
策
が
果
し
て
独
占
規
制 

に
有
効
で
ぢ
づ
た
か
ど
う
か
を
検
討
し
ハ
次
い
で
こ
の
法
の
改
芷
と
新
法
の
成 

立

；

(

共
に
.
-
九
ー
五
六$

に
よ
る
^

®

制
め
.方
向
転
換
の
意
義
を
、
幾
つ
か 

の
.文
献
に
よ
り
つ
つ
、
紹
介
的
に
論
じ
た
い
と
思
う

..

(

利
用
し
た
文
献
に
.つ
い 

、て
は
付
注
参
照)

。

.

.'
•

.

5

^

dの
■方
法
は
、.通
常
、̂

止
主
義
：と
乱
用i

l

:(

幣
害
規
制
主 

義
と
.％
呼
：ば
ー
れ
る

)

に
.一一

分
さ
_れ
る
。
，
前
者
は
企
業
の
規
模
の
大
き
さ
自
体
に 

懐
疑
0:
目
を
向
け
、
又
、
'
:独
^
§

乃
至
制
贬
的
漬
行
自
他
を
悪
と
し
て
、
こ
，れ 

を
原
則
的
ぬ
禁
止
げ
る
政
策
方

#

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
1

は
、
.そ
の
よ 

■う
.な
こ
と
自
体.は
悪
ど
見
做
さ
ず
、
唯
、
そ
の
種
が
慣
行
が

「

豸
罾」

で
あ
る 

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
の
み
、
こ
れ
を
取
り
締
ろ
う
と
す
る
：

で
：あ
る
。
前 

'者
の
.方
針
は' >
亦
国
.に
私
け
る
伝
統
时
政
策
に

(

よ
ら
：
て
代
表
さ
か
る
が
、
英
国 

:の
ー
九
西
ん
年
法
は
、

>
後
者
耶
ち
乱
用
防
止
主
義
的
方
針
の
代
表
で
あ
る
と
い
：
 

え
る
。V而
U

て
、
；
前
者̂
赛

に

立

づ

場

合

に

は

、
：
独
占
問
題
は
、
裁

靜

に

. 

^ :
り
、
；„

ね
処
理
さ
れ> 
後
者
.の

方

針

に

立

：
つ

.1

ば

、
_

専

門

家

が 

参
加
す
る
行
政
機
関
に
よ
る
規
制
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
わ
^
^
。
英 

国
の
場
合\
;1
:

の
規
制
に
当
？^:;
ウ
が
.独
占
委
賈̂
,
§
0
§
?

0

1

^

3

 

a
n
d

「

戦

後
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お
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他
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拠
る
鞀
介——

 

,

,

--㈠
：
.英
国

脅

働

党

の

：独

占

規

制

政

策

；の

特

徽

ー

¥
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書
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及

'
び
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